
新型コロナウイルス感染症対策として、緊急事態宣言が延長され、学校再開予定日も６月１
日(月)となりました。大きな不安や迷い、もどかしさを抱えながらの生活が続いていきますが、
どんな状況にも対応できるように平常心を保って生活をしていきたいものです。また、私たち
は、今おかれている環境をしっかり認識しなければなりません。平和な日常がどんなにすごい
ことで、ありがたいことなのか…当たり前の日常が失われている今だからこそ、気づくことを
しっかりと整理しておくべきではないでしょうか。まだまだ先が見えませんが、感染予防はも
ちろん、食事(栄養)・運動・睡眠などの生活環境を整え、今を乗り越えていきたいものです。

４月２１日(火)は新３年生、２２日(水)は新２年生の登校日で
した。新学級と担任の先生の発表、教科書や課題等の配布を行い
ました。短い時間の登校日となりましたが、どんなことを感じ、
どんなこと考えたでしょうか。人は、出会いを大切にしなければ
なりません。ぜひ、新しい学級での出会いを大切にし、仲間と共
に自分を成長させていってほしいと思っています。

４月２８日(火)には、新１年生の登校日でした。入学連絡会と
いう形になりましたが、１３２名の新１年生が入学してきました。
新１年生の皆さんの緊張しながらも頑張ろうという決意が表情か
ら感じられ、とてもうれしく思いました。

本来ならば新入生代表として坂田泰紀さんが入学式で「誓いの
ことば」を述べてくれる予定でしたが、入学式が中止となりましたので、紹介したいと思いま
す。１年生の皆さん、まずは学校生活に慣れること、そして意欲的な生活を送ってください。

誓いのことば
３月２日から突然学校が休みになり、これまでのことやこれからのことが頭の中をかけめ

ぐり、不安で心がざわざわしました。しかし、短い時間でしたが、無事卒業式も行われ、前
を向くことができました。

昨年参加させていただいた中学校の文化発表会では、素晴らしい混声合唱を聴かせていた
だきました。また、人権フォーラムでは、先輩方が私たちの中学校進学にあたっての疑問に
ひとつずつていねいに答えてくださり、本当に頼もしい先輩方だなぁと思うと同時に、わく
わくした気持ちにもなりました。

中学生になったら、生活が変わり、色々と忙しくなることと思います。まずは、中学校生
活のリズムに慣れ、難しくなっていく学習、そして部活動にし
っかりと取り組んでいきたいと思います。体育大会のソーラン
節や文化発表会での合唱コンクールが待ち遠しいです。

三年後、心身ともに成長した自分になれるよう、１日１日を
大切に、そして、周りの人への感謝を忘れずに頑張っていきます。

校長先生をはじめ、諸先生方、先輩方、わからないことばか
りの私たちですが、どうぞよろしくお願いします。

本年度は、大津江里子先生がスクールカウンセラーとしてお見えになります。
基本的には毎週水曜日(半日)となります。悩みの大小に関係なく、いろいろなこと
を相談してください。ご相談がある場合は、担任かサポート教室担当の古賀まで。

4/21 ３年生登校日の様子

4/22 ２年生登校日の様子

4/28 新入生連絡会の様子

三年後、心身ともに成長した自分になれるように頑張っていきます！

小郡市立小郡中学校 令和２年５月１１日
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校長 船 津 聡 哉

学校教育目標 ～ 志をもって自ら学び考え、心豊かにたくましく生きる生徒の育成 ～

スクールカウンセラーについて



学校では、毎年の教育活動を振り返るとともに、子どもの実態に照らしてどんな生徒を育て
ていくかを決めています。それが本校の教育目標です。
本校の教育目標は「志をもって自ら学び考え、心豊かにたくましく生きる生徒の育成」です。

また、本校の生徒たちの実態や本年度の重点目標等は、下の図に示した通りです。
いつの時代も「学校・保護者・地域が同じ目標に向けて進んでいく学校は、すばらしい学校

である」と言われています。どうぞ、ご家庭におかれましても、本校の教育目標等をご確認い
ただき、子どもたちのよりよき成長に向けてのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

志をもって自ら学び考え、心豊かにたくましく生きる生徒の育成学校教育目標

○人生や社会を切り拓いていく力を

つけるために、明確な目標をもち、

主体的に意欲をもって学ぶ

○自らの課題解決に向け、主体的

に取り組む

○生命を大切にし､人権を尊重する心

○自分を大切にするとともに、

他人をも大切にする心

○他人を思いやる心

○互いに助け、支え合う心

○基礎・基本の確実な定着

○主体的な学びの定着

○柔軟性と持続性のある体力

○自主的・自立的な態度

○ねばり強くあきらめない心

「志をもって自ら学び考え」とは 「心豊かに」とは 「たくましく生きる」とは

【知】 自ら学び考え、自ら課題を解決しようとする生徒

【徳】 自他のよさを認め合い、共に生きようとする生徒

【体】 心と体の健康を大切にし、自らを成長させようとする生徒

【コミュニケーション】仲間と共感し合いながら、生き生きと活動しようとする生徒

【グローバル化】国際社会の中で主体的に活躍できる、心豊かでたくましい生徒

志をもって自ら学び考え、心豊かにたくましく生きる生徒の育成
校訓「自主」「創造」「誠実」の具現化

「力のある学校」

『主体的に伝え、つながり、ともに伸びる生徒』
・自分の思いや考えを主体的に伝える生徒 ・お互いを認め合い、主体的に仲間とつながる生徒

・主体的に自分（たち）の課題を解決し、仲間とともに伸びる生徒

１ 確かな学力の向上〈目標や課題を重視し、見方・考え方を働かせた授業づくり〉

２ 豊かな心と健やかな体の育成〈自分や他者を大切にする心豊かな集団づくり〉

３ 信頼される学校づくり〈学校・家庭・地域の連携による子どもを育てる環境づくり〉

学校教育目標

・明るく素直で、挨拶もよくできる
・学校行事には意欲的に取り組む

・落ち着いた学習態度である

・(知)持続的な学力向上
・(徳)「礼儀」「生命の尊さ」高い

・(体)全体的に向上しつつある

生徒の実態

・ (知)学習面の２極化・３極化解消､自学自習（家庭学習）の定着
「意欲」「忍耐力」「自尊感情」「自信」等の非認知能力の育成

・ (徳)「主として自分自身に関すること」の項目の強化

・ (体)「筋力」「瞬発力」の向上、特に女子生徒の体力向上

課題〈本年度、特に力をつけたい項目〉

本年度の重点目標

本校のめざす生徒像

非認知能力の育成 「やり抜く力」「自分をコントロールする力」

本年度の経営の最重点項目

「自己を磨く生徒」 「よくわかる授業」 「信頼される教師」

①チームワーク ②共通のビジョン ③仲間づくり ④授業づくり ⑤地域との連携
⑥生活・学習習慣（家庭との連携） ⑦快適な教室（雰囲気） ⑧特色ある学校

「力のある学校」実現のキーワード

本校の教育目標の実現に向けて ご理解とご協力をお願いいたします



臨時休校が５月２０日(水)で終了し、６月１日(月)からの一斉登校に向けて、少しずつ登校

する日も多くなります。今後、変更があれば安心安全メール等でお知らせいたします。

さて、小郡中学校では「自分や周りの人の人権について考え、よりよい生活を送るためには、

どうすればよいのかを考える日」〈人権を考える日〉を定期的に設定し、人権学習を行ってい

ます。本来の予定では５月に実施する予定でしたが、このような状況で１時間確保しての人権

学習を行うことが難しいので、今号では偏見や差別について少し考えたいと思います。

人間が営む生活において、あらゆる状況や場面で偏見や差別が生まれているといっても過言

ではありません。２０１１年の東日本大震災による福島第１原発事故では、福島など東北の人

々が「原発いじめ」や「風評被害」にさらされ、不当な中傷や差別を受ける苦しみを知る人は

多いはずです。そして今、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、医療関係者やその家族、

感染者やその近親者等が中傷、差別を受けていることが大きな問題となっており、ニュース等

でも報じられています。リスクを負い、最前線で働く人たちの心を傷つける行為、感染者等へ

の非難はマイナスでしかありません。今こそ、私たち一人一人の言動が問われているのです。

差別や偏見について、日本赤十字社は「負のスパイラルを断ち切るために」としてホームペ

ージに載せていますので、ぜひ一度は見ていただきたいと思っています。その中で新型コロナ

ウイルス感染症が怖いのは「３つの感染症」とい

う顔があるからだと分析しています。「３つの感

染症」とは、病気という身体的感染症、不安や恐

れという心理的感染症、嫌悪・偏見・差別という

社会的感染症です。ここで注目したいのは、未知

のウイルスが生む病気への不安や恐れから、本来

の「敵」であるウイルスではなく、病気にかかわ

る人を直接的な嫌悪対象にして偏見や差別をして

安心感を得るということです。そしてそれが症状

を自覚しても受診をためらう人を生み、さらなる

感染拡大につながる…。病気が不安をよび、不安

が偏見・差別を生み、差別が更なる病気の拡散に

つながるという、この負の連鎖が感染症がもつ怖

さであり、社会全体の団結力や抵抗力も弱めてしまうということです。

では、偏見・差別をなくすためにはどうすればよいのでしょうか。新型コロナウイルス感染

症は誰もが感染し得ることと、誰もが気づかないうちに他人に感染させてしまう可能性をもっ

ている…だから冷静に感染症を正しく知って怖がり、「中傷や差別」ではなく、「支援や感謝、

敬意」を抱いて、できることをしていくことではないでしょうか。日本赤十字社のホームペー

ジでも、確かな情報を広め、差別的な言動に同調せず、それぞれの立場でできることを行って

負の連鎖を断ち切ろうと呼びかけています。

世の中には、社会的カテゴリー(性別、人種、年齢、出身地、職業など)によって、生じてし

まう偏見や差別があります。現在では、インターネットによる人権侵害(デマ・偏見等の悪質

③差別を受けるのが怖く
て熱や咳があっても受診
をためらい、結果として
病気の拡散を招く

①未知なウイルス
でわからないこと
が多いため不安が
生まれる

②人間の生き延びよう
とする本能によりウイ
ルス感染にかかわる
人を遠ざける

日本赤十字社
『新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう！～負のスパイラルを断ち切るために～』より

小郡市立小郡中学校 令和２年５月２１日
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なぜ偏見や差別が生じてしまうのか、どうすればなくすことができるのか



な投稿)も増え、偏見や差別が拡大されている状況もあります。してはいけないことだとわか

っていながらも、なかなかなくならないのも事実です。私たちは、間違っている意識や行為(や

その理由)を正しく見抜く力や態度を身につけていくことが必要ではないでしょうか。それが

人と人とのつながりをつくり、皆が大切にされる社会の実現につながると思っています。

ぜひ、この機会に『なぜ偏見や差別が生じてしまうのか、どうすればなくすことができるの

か』を考えてみてください。

文部科学省の取組として、子どもたちや保護者等が全国ど

こからでも夜間・休日を含めて、いつでもいじめやその他の

ＳＯＳをより簡単に相談することができるように「２４時間

子供ＳＯＳダイヤル〈０１２０－０－７８３１０〉」(新型コロナウ

イルス感染症を理由としたいじめや偏見等に悩んだ場合の相

談も可)を設置しています。また、福岡県教育庁北筑後教育

事務所も「子どもホットライン２４〈０９４２－３２－３０００〉」

いつでもどんなことでも相談できる体制を整えています。

小郡中学校でも「相談ポスト」を設置していますので、ど

んな小さな悩みでもかまいませんので、遠慮なく「相談ポスト」

を活用してください。その相談は、周りに知らせることは絶

対にありませんし、責任もってお答えします。なお、「相談

ポスト」と相談ポストに入れる「相談カード」(右図)は校長

室の入口横に置いています｡

『コミュニティ・スクール』という言葉を聞

いたことがあると思います。『コミュニティ・

スクール』という名称は、法令上の正式名称で

はありません。法令上は、『学校運営協議会』

という制度があり、この『学校運営協議会』を

導入した学校の通称として、『コミュニティ・

スクール』という言葉が用いられています。

昨年度から(小郡市内全小・中学校に導入)本

校でも、小郡市教育委員会が作成した「小郡市

学校運営協議会規則」に則って『コミュニティ

・スクール(学校運営協議会制度)』を導入して

います。学校教育に対する多様な要請に応え、

信頼される開かれた学校づくりを進めるために

は、保護者や地域住民のニーズが学校運営に、

より迅速かつ的確に反映されることが重要で

す。そこで、保護者や地域住民が合議制の機関である学校運営協議会を通じて、一定の権限と

責任をもって学校運営に参画し、学校・家庭・地域が一体となってより良い教育の実現をめざ

すという、地域に開かれ、地域に支えられる学校づくりの仕組みとして制度化されました。な

お、「小郡市学校運営協議会規則」及び本校本年度の「コミュニティ・スクール推進計画(目的、

重点取組、年間計画等)」は小郡中学校のホームページに掲載しておりますので、ご覧くださ

い。また、学校運営協議会で協議された内容等は学校だより等でお伝えしていきます。

学校運営協議会

①【地域を生かす・地域と学ぶ】地域のひと・こと・ものを生かした学習をつくる
人権・環境・福祉などを地域の方と一緒に学ぶ

②【地域に貢献する】地域へのボランティア活動を地域の方と一緒に行う学習をつくる
③【環境支援】地域や保護者と連携し、生徒の安心・安全のための取組を進める

市教育委員会

CSの指定
委員の任命
指導・助言

PTA・家庭の役割
を果たし、学校、
地域と連携して、
子どもが安心・安
全できる環境づく
りをする

PTA・保護者

小郡小学校との連携・協働
小中連携教育の推進

学校支援地域本部との連携

地域住民等
地域の役割を果
たし、子どもが地
域のよさを実感
できる地域づくり
をする

連携

協働

校長の基本方針
の承認（必須）

・学校運営についての意見
・教職員の任用に関する意見
・学校運営の評価 等

学校

説明

意見

説明・周知

意見

説明

意見

承認

校長

学校運営の
基本方針

教職員

学校の役割を
果たし、保護
者・地域住民
等の願いや
ニーズに応え
る学校づくりを
めざす

重点取組

昨年度より『コミュニティ･スクール（学校運営協議会制度）』を導入してます

悩みや困ったことがあったら ひとりで悩まず ぜひ相談してください


